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【選定・設置に関するトラブル事例】
キャビネットや分電盤は様々な場所に設置されます。設置場所の条件に合わせ選
定することで、内部への雨水の浸入や埃の侵入、錆の発生、使用環境に起因する
トラブルなどを防止できます。

【保管に関するトラブル事例】
キャビネットや分電盤を保管する上で、保管状態に起因するトラブルが発生する
ことがあります。
正しく保管することで製品を良好な状態に保つことができます。

■粉塵によるトラブル

トラブル事例 正しい保管

注意

梱包ケースから製品を出したまま保管して
いたため、キャビネット内部に粉塵が侵入
し、内部機器が破損した。

・ 梱包を解いたまま長時間放置しない。
・ 粉塵や水分などを避けて保管する。

開封前、開封後に関わらず直射日光や高温多湿となる場所での
保管は避ける。

注意 開封前、開封後に関わらず直射日光や高温多湿となる場所での
保管は避ける。

■粉塵の多い場所への設置によるトラブル

トラブル事例

注意

粉塵の多い場所で、防塵性能の低いキャビ
ネットを選定したため、粉塵が機器内部に入
り導通不良となった。

・ IP5X以上のものを選定する。
・ 粉塵の多い場所に設置しない。

ドアを開放状態で使用しない。
繊維工場、パン工場、木工工場など、分電盤の設置場所に極端な粉塵が浮
遊している場合、その粉塵が導電性、非導電性物質に関係なく、防塵性能
の高いキャビネットを使用する。また、入出線部にも防塵処理を施す必要
がある。（非導電性物質は、水を含むと導電性となる恐れがある。）

【選定の方法】
　①設置場所は屋内設置か屋外設置かにより使用する表を選択する。
　②一般の場所か、また埃などが、どの程度存在する環境かを選択する。
　③水、雨などがどの程度影響する環境かを選択する。

■屋外保管時の雨水によるトラブル

トラブル事例 正しい保管

屋外で、ブルーシートを掛けて保管してい
たが降雨時に雨水がしみ込んだため、梱包
ケースが破損し、キャビネット内に水が浸入
した。

・ 風雨が直接かからない場所で保管する。
・ 屋内で保管する。

■雨線内への設置によるトラブル

トラブル事例 正しい選定・設置

注意

屋外ではあるが、エントランス内などの雨
線内であったため、屋内用を選定した。
しかし、軒下の屋側でも強風により雨がか
かるため、内部に水が浸入した。

・ 屋外用のキャビネットを選定する。
（IP23以上）
・ 仮設用途の場合はIPX3以上のものを
選定する。

※保護等級（IP）の説明については、IEC60529、JIS C 0920、
または（一社）キャビネット工業会発行　技術資料CA-G01「キャビネットの選定（保護等級
編）」を参照ください。

通常の雨にさらされることは無くても、台風
などの強風時に雨が巻き込み、雨線内でも
雨にさらされることがある。

強風による雨線内への雨のふき込み
通常の雨

強風時の雨 キャビネット

浮遊する粉塵 侵入した粉塵

資料 雨線内、雨線外の定義

資料 キャビネットの選定（（一社）キャビネット工業会 技術資料CA-G01 より抜粋）

雨線外
45°

雨線内

軒先から壁に向かって、下方45°の
内側を雨線内とする。

正しい選定・設置

主幹ブレーカが動作した場合 分岐ブレーカが動作した場合

■ブレーカ動作時の復旧フロー

主幹ブレーカが動作

白または黄色釦
（異常電圧・漏電表示）が
突出していますか

NO(過負荷)

YES
NO

単3中性線欠相保護付
ブレーカですか

YES

主幹ブレーカを
ONにしてください

動作しますか

YES

NO

（漏電・単相3線
　　中性線欠相）

漏電しているか
異常電圧が発生
しています

そのまま使用
してください

すべてのブレーカを
OFFにしてください

主幹ブレーカを
ONにしてください

動作しますかNO

YES

分岐ブレーカを順次
ONにしてください

動作した場合電気
の使いすぎです

ブレーカ・配線
などに異常が
あります

(漏電)

すべてのブレーカを
OFFにしてください

主幹ブレーカを
ONにしてください

動作しますか NO

YES

分岐ブレーカを順次
ONにしてください

ブレーカ・配線
などに異常が
あります

再動作したときの
分岐回路が漏電
しています

他の分岐回路はON
にして使用できます

分岐ブレーカが動作

白または黄色釦
(漏電表示)が

突出していますか

NO

YES

漏電しています

負荷を減らして
ブレーカをONに
してください

動作しますかNO

YES ※漏電表示なし漏電ブレーカの場合
　漏電の可能性があります

負荷を減らして
ください 直ちに電気工事会社へ連絡し点検依頼をしてください 直ちに電気工事会社へ連絡し点検依頼をしてください電気の使いすぎに

ご注意ください

■標準分電盤の特徴
標準分電盤は小型高性能・環境負荷の軽減・品質向上・短納期など各種市場ニーズに対応しています。
特に、HSB（小型高性能ブレーカ）を使用した盤では簡単な取り付け、取り外し、電線接続により、施工精度と工事作業効率の大幅な向上・
省スペース化により回路増設時のリニューアル用として最適等の特徴があります。

（１）部品の交換や機器の追加

①機器・部品の交換、追加

①使用機器、取り付け方法が標準化されている。
②標準化により交換、追加部品・機器を素早く提供可能です。
③各種パーツには品番が刻印されており発注が容易です。
　（ハンドル、主幹バー、分岐バー等）

（２）仕様の確認や打合せ

①製品に対する不明点など問合せや相談
②過去に納入した標準分電盤の回路変更

①仕様、回路等が標準化されていることで、型番を指定いただけれ
ば迅速に各種対応が可能です。
②標準分電盤では品番を表示しており、過去に納入した盤の仕様
が判ります。そのため、適切な機器・部品の選定が可能です。
③問合せ窓口が整備され、カタログ等にて仕様が周知されている。

要望事例

対応・処置

要望事例

対応・処置

（3）高機能・高性能の要求
ａ．負荷の焼損防止機能

①単相３線式電路で中性線欠相事故の発生、100V機器が焼損

①標準分電盤の電灯回路の主幹はすべて単３中性線欠相保護付
を使用している。

ｂ．コード短絡による火災の防止機能

①コード短絡により火災事故が発生

①小型高性能分電盤に使用するHSB（小型高性能ブレーカ）はコー
ド短絡保護用瞬時機能がついている。

ｃ．盤の小型高性能化要求

①トランス近くに設置した電灯分電盤で、分岐回路の地絡事故が
発生、分岐ブレーカ（遮断容量1.5kA）で遮断できない。

①小型高性能分電盤の分岐に使用するHSB（小型高性能ブレー
カ）は定格遮断容量が2.5kAである。

事故事例

対応・処置

事故事例

対応・処置

事故事例

対応・処置




